
小
学
生
新
聞
の
投
書
に
お
け
る
結
束
性

設　
　

樂　
　
　
　
　

馨

一
．
小
学
生
新
聞
と
投
書

新
聞
に
は
、
読
者
が
書
い
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
一
般
に
投
書
と
呼
ば
れ
る
。
投
書
は
、
大
人
向
け
の
一
般
紙
で
は
、

決
ま
っ
た
曜
日
、
決
ま
っ
た
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
小
学
生
向
け
の
新
聞
で
は
、
少
し
事
情
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
読
者

の
イ
ラ
ス
ト
や
お
た
よ
り
の
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
読
者
リ
ポ
ー
タ
ー
や
イ
タ
ン
ビ
ュ
イ
ー
と
し
て
小
学
生
が
紙
面
に
登
場
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
読
者
が
定
期
的
に
意
見
を
述
べ
る
紙
幅
が
準
備
さ
れ
て
い
る
、
と
は
言
い
難
い
。

と
こ
ろ
が
、　i

「
毎
日
小
学
生
新
聞
」
で
は
投
書
を
特
集
し
た
「
ゆ
う
だ
い
君
の
手
紙
」
を
掲
載
し
た
。
こ
の
特
集
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
、
東

日
本
大
震
災
後
に
批
判
が
高
ま
っ
て
い
た
東
京
電
力
に
勤
務
す
る
父
を
持
つ
小
学
生
の
意
見
文
に
対
し
、
読
者
計
三
十
九
人
が
原
発
の
要
不
要
や
節

電
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
意
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
月
末
か
ら
七
月
末
ま
で
、
計
六
回
に
分
け
て
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
も
、
都
度
一
面
と
二
面
に

渡
っ
て
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
読
者
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
特
集
後
、
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
投
書
を
含
め
、　ii

書
籍
化
さ
れ
た
こ
と

か
ら
も
、
相
当
な
数
の
投
書
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
特
集
初
日
の
編
集
部
の
言
葉
は
左
に
引
用
し
た
と
お
り
で
、
読
者
の
関
心
の
高

さ
や
、
投
書
の
集
中
度
合
い
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
な
お
、「
毎
日
小
学
生
新
聞
」
の
引
用
に
お
い
て
は
振
り
仮
名
を
削
除
す
る
）。

全
国
の
読
者
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
編
集
部
に
届
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
第26088

号
）

こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
投
書
者
に
よ
る
文
章
が
日
を
ま
た
い
で
継
続
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
成
す
、
つ
ま
り
、
結
束
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、

テ
ク
ス
ト
研
究
の
観
点
か
ら
見
て
大
変
に
興
味
深
い
。
結
束
性
と
は
、
次
章
で
詳
述
す
る
と
お
り
、
通
常
は
語
句
の
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
、
文
と
文
と

−21−



の
結
束
性
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
節
の
レ
ベ
ル
で
テ
ク
ス
ト
と
し
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
及
ぶ
。
長
さ
は
問
わ
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
、

日
を
置
け
ば
、
ま
た
、
テ
ク
ス
ト
の
書
き
手
が
異
な
れ
ば
、
結
束
性
が
弱
ま
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
小
学
生
新
聞
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、
複
数
の
投
書
者
に
よ
る
特
集
記
事
が
一
つ
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
仮
定
し
、
そ

の
結
束
性
を
論
じ
る
。

二
．
テ
ク
ス
ト
の
ま
と
ま
り
を
定
義
す
る
結
束
性

本
稿
に
お
け
る
「
結
束
性
」
と
は
、　iii

ハ
リ
デ
イ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）
が
提
唱
し
た
概
念
で
、“cohesion”

で
あ
る
。
引
用
に
よ
っ
て
定

義
を
確
認
す
る
。

結
束
性
の
概
念
は
、
意
味
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
テ
ク
ス
ト
内
に
存
在
し
、
テ
ク
ス
ト
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
定
義
す
る
意
味
の
諸
関
係

の
こ
と
で
あ
る
。（p.5

）

そ
の
性
質
が
認
め
ら
れ
る
、具
体
的
な
結
束
的
要
素
と
し
て
、指
示
、代
用
、省
略
、接
続
、一
般
名
詞
な
ど
に
分
類
し
て
論
じ
、「
テ
ク
ス
ト（T

EX
T

）

と
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
る
か
」、「
テ
ク
ス
ト
性
を
形
成
す
る
言
語
的
手
段
を
指
す
の
に
結
束
性
と
い
う
概
念
を
導
入
し
た
。」（p.385

）
と
し
、

典
型
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
に
あ
っ
て
も
、
最
初
の
文
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
文
は
、
先
行
文
（
普
通
は
直
前
に
先
行
す
る
文
）
と
何
ら

か
の
形
の
結
束
性
を
示
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
文
は
、
そ
の
文
を
先
行
文
と
関
連
づ
け
る
、
逆
行
照
応
な
つ
な
が
り
を
少
な
く
と
も

一
つ
含
ん
で
い
る
。（p.385

）

と
説
明
す
る
。

こ
の
説
明
に
あ
る
「
テ
ク
ス
ト
」
の
定
義
も
ハ
リ
デ
イ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）
を
参
照
す
る
。
す
る
と
、「
単
に
文
の
連
続
で
は
な
」（p.385

）

く
、「
統
一
さ
れ
た
全
体
を
構
成
し
て
い
る
一
節
を
指
す
」（p.1

）
の
で
あ
り
、「
母
語
で
書
か
れ
た
文
章
な
ら
ど
ん
な
も
の
を
見
せ
ら
れ
て
も
、
そ
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れ
が
テ
ク
ス
ト
を
構
成
し
て
い
る
か
否
か
は
、
た
い
て
い
わ
か
る
」（p.1

）
と
い
う
も
の
を
指
す
、
と
あ
る
。「
テ
ク
ス
ト
に
特
徴
的
で
、
テ
ク
ス

ト
以
外
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
若
干
の
特
徴
が
あ
る
」（p.1

）
こ
と
を
出
発
点
と
し
、「
こ
れ
ら
の
要
因
が
」
結
束
性
で
あ
る
、と
示
す
。「
意
味
的
な
」

概
念
と
し
て
導
入
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
は
、
話
し
こ
と
ば
か
書
き
こ
と
ば
か
と
い
っ
た
限
定
が
な
い
。「
散
文
の
場
合
も
韻
文
の
場
合
も
、
対
話
の
場

合
も
独
り
ご
と
の
場
合
も
あ
る
。
長
さ
は
、
一
つ
の
こ
と
わ
ざ
か
ら
一
つ
の
劇
全
体
の
場
合
も
あ
る
し
、
と
っ
さ
に
助
け
を
求
め
る
叫
び
声
か
ら
、

委
員
会
で
の
終
日
に
わ
た
る
議
論
の
場
合
も
あ
る
。」（p.1

）
と
す
る
。

つ
ま
り
、
ハ
リ
デ
イ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）
に
お
け
る
「
結
束
性
」
と
は
、
文
章
や
談
話
に
観
察
し
う
る
、
テ
ク
ス
ト
を
意
味
的
に
成
立
さ

せ
る
逆
行
照
応
な
つ
な
が
り
が
あ
る
も
の
で
、
単
語
や
節
と
い
っ
た
項
目
が
担
う
意
味
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
近
似
す
る
概
念
と
し
て
、「
伝
達
・
発
話
行
為
上
の
結
束
性
」“coherence”

を
指
摘
す
る 

ス
タ
ッ
ブ
ズ
（
一
九
八
九
年
）
は
、「
我
々

の
談
話
能
力
の
一
部
に
は
、
表
層
の
語
彙
上
、
あ
る
い
は
命
題
上
の
結
束
性
に
お
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
で
も
談
話
上
の
結
束
性
を
見
出

す
能
力
が
含
ま
れ
て
い
る
」（p.215

）
と
し
て
、「
談
話
の
結
束
性
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
表
層
上
の
語
彙
的
、
統
語
的
結
束
性
や
論
理
的
な
命

題
の
発
展
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
ば
か
り
で
な
」
い
こ
と
を
強
調
し
た
（p.178

）。
そ
の
前
提
に
は
、
ス
タ
ッ
ブ
ズ
が
著
し
た
当
時
（
原
著
は

一
九
八
三
年
）
の
「
談
話
」
分
析
に
お
け
る
「
談
話
」
へ
の
批
判
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、「
理
想
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
」（p.214

）
あ
る
い
は
、「
つ
く

ら
れ
た
資
料
」（p.214

）
を
「
談
話
」
と
す
る
こ
と
を
直
接
的
に
非
難
し
て
、
用
語
を
定
義
す
る
著
書
冒
頭
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
は
、
(a)
孤
立
し
た
(b)
人
為
的
に
造
ら
れ
た
(c)
文
脈
か
ら
捨
象
さ
れ
た
文
の
研
究
で
さ
え
も
、
そ
の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
談
話

研
究
に
割
り
込
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
発
話
行
為
理
論
に
関
す
る
重
要
な
文
献
の
大
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。（p.13

）

こ
こ
で
、
(a)
は
「
研
究
す
べ
き
単
位
の
大
き
さ
：
基
本
的
に
文
よ
り
大
き
い
か
小
さ
い
か
」、
(b)
は
「
こ
れ
ら
の
連
続
体
が
言
語
学
者
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
も
の
か
自
然
に
発
生
し
た
も
の
か
」、
(c)
は
「
文
脈
の
非
言
語
的
要
素
も
研
究
対
象
に
す
べ
き
か
ど
う
か
」、
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
言
語

研
究
の
際
、
ど
の
程
度
正
当
化
で
き
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
三
項
目
と
位
置
づ
け
る
（
三
項
目
い
ず
れ
もp.13

よ
り
引
用
）。

ス
タ
ッ
ブ
ズ
（
一
九
八
九
年
）
が
採
用
し
た
「
談
話
」
は
、H

alliday and H
asan

（
一
九
七
六
年
）
の
「
テ
ク
ス
ト
」
や
、　v

フ
ァ
ン
・
ダ
イ
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ク
に
代
表
さ
れ
る
特
定
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
グ
ル
ー
プ
の
研
究
を
含
意
す
る
「
テ
ク
ス
ト
分
析
」
に
お
け
る
「
テ
ク
ス
ト
」、　vi

サ
ッ
ク
ス
に
代
表
さ

れ
る
「
会
話
分
析
」
に
お
け
る
「
会
話
」
を
対
照
し
た
結
果
、「
改
ま
っ
た
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
研
究
を
除
外
」
し
な
い
、「
文
（
も
っ
と
正
確

に
は
節
）
よ
り
上
位
の
言
語
ば
か
り
で
な
く
、
自
然
に
生
じ
た
言
語
」（p.10

）
を
扱
う
立
場
に
立
つ
。
そ
う
し
た
談
話
の
「
伝
達
・
発
話
行
為
上

の
結
束
性
」“coherence”

に
つ
い
て
、「
発
話
行
為
、
間
接
発
話
行
為
（
そ
こ
で
は
、
発
話
の
力
が
緩
和
表
現
あ
る
い
は
丁
寧
表
現
の
マ
ー
カ
ー

に
包
み
こ
ま
れ
て
い
る
）、
発
話
の
力
の
文
脈
依
存
、
そ
れ
に
、
あ
る
発
話
行
為
の
連
鎖
上
の
帰
結
（
予
測
力
）
も
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

言
葉
を
換
え
れ
ば
、
談
話
の
結
束
性
に
つ
い
て
い
く
つ
も
の
理
論
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
い
の
で
あ
る
。」（p.178

）
と
述
べ
る
。

な
お
、結
束
性“

cohesion”
と
、伝
達
・
発
話
行
為
上
の
結
束
性“

coherence”

を
区
別
す
る
た
め
、以
下
で
は
二
つ
目
に
挙
げ
た“

coherence”

の
訳
語
は
「
首
尾
一
貫
性
」（ 

龍
城
（
二
〇
〇
六
年
））
と
す
る
。

三
．
理
論
と
資
料
に
つ
い
て

本
論
で
は
、
小
学
生
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
投
書
を
テ
ク
ス
ト
と
し
、
結
束
性cohesion

、
つ
ま
り
、
先
行
文
と
逆
行
照
応
な
つ
な
が
り
を
有
す
る

句
や
節
の
諸
関
係
を
論
じ
る
。
た
だ
し
、
新
聞
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
（
ハ
リ
デ
イ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）pp..390-

391

）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
は
新
聞
で
最
初
に
読
む
リ
ー
ド
文
や
見
出
し
に
認
め
ら
れ
る
た
め
、
結
束
性
の
前
に
整

理
し
て
お
く
。
次
に
、
投
書
の
結
束
性
の
具
体
例
と
し
て
、
指
示
、
省
略
、
接
続
を
取
り
上
げ
る
。
一
人
の
投
書
者
に
よ
る
投
書
に
結
束
性
が
あ
り
、

一
つ
の
テ
ク
ス
ト
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
特
集
全
体
の
首
尾
一
貫
性coherence

の
具
体
例
と
し
て
、
別
人
の
投
書
者
に
よ
る
投
書

群
を
取
り
上
げ
る
。

投
書
に
お
い
て
結
束
性
だ
け
で
な
く
首
尾
一
貫
性
を
論
じ
る
こ
と
は
、
ス
タ
ッ
ブ
ズ
（
一
九
八
九
年
）
が
問
題
視
す
る
「
(a)
孤
立
し
た
(b)
人
為
的

に
造
ら
れ
た
(c)
文
脈
か
ら
捨
象
さ
れ
た
文
」
に
お
い
て
、
(a)
に
関
わ
る
「
研
究
す
べ
き
単
位
の
大
き
さ
」
の
違
い
か
ら
、
よ
り
広
い
範
囲
の
問
題
と
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し
て
、特
集
全
体
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
扱
う
た
め
だ
。
首
尾
一
貫
性
に
関
連
し
て
、テ
ク
ス
ト
形
成
的
意
味“

textual m
eaning”

や
主
題“

T
hem

e”
の
定
義
は
、
首
尾
一
貫
性
を
論
じ
る
六
章
で
詳
述
す
る
。

改
め
て
整
理
す
る
と
、
本
稿
で
は
小
学
生
新
聞
の
投
書
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
、
結
束
性
、
首
尾
一
貫
性
の
順
に
論
じ
る
。

い
ず
れ
も
現
代
英
語
の
テ
ク
ス
ト
論
の
概
念
で
あ
る
た
め
、
日
本
語
に
援
用
で
き
る
理
論
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
、
テ
ク
ス
ト
の
記
述
を
進
め
る
。

小
学
生
新
聞
の
投
書
と
は
、
本
稿
で
は
「
毎
日
小
学
生
新
聞
」
に
特
集
さ
れ
た
投
書
「
ゆ
う
だ
い
君
の
手
紙
」
を
取
り
上
げ
る
。
一
連
の
投
書
の

掲
載
日
と
号
数
（
創
刊
か
ら
そ
の
日
の
新
聞
ま
で
の
通
し
番
号
）、本
稿
で
引
用
し
た
投
書
の
見
出
し
、投
書
者
の
情
報
【
出
身
地
・
年
齢
ま
た
は
学
年
・

性
別
】
は
次
の
と
お
り
。（
投
書
者
の
情
報
は
、
新
聞
記
載
か
ら
判
明
す
る
範
囲
で
転
記
す
る
。）

二
〇
一
一
年
五
月
三
十
日
（
第26088
号
）
大
変
な
の
は
東
電
だ
け
じ
ゃ
な
い
【
北
海
道
稚
内
市
・
小
六
・
男
】、東
電
だ
け
が
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い
【
女
】、ま
ず
は
、

謝
る
べ
き
だ
【
大
阪
府
堺
市
・
小
五
・
男
】、
電
気
に
た
よ
ら
な
い
生
活
を
【
奈
良
県
奈
良
市
・
中
二
・
女
】

同　

年　
　

三
一
日（
第26089

号
）福
島
に
あ
る
こ
と
が
、お
か
し
い【
岐
阜
県
岐
阜
市
・
中
一
・
女
】、原
子
力
に
た
よ
り
す
ぎ【
神
奈
川
県
相
模
原
市
・
小
五
・
男
】

同　

年　
　

六
月
一
日
（
第26090

号
）
東
電
は
も
う
け
を
重
視
し
た
【
東
京
都
小
平
市
・
三
児
の
母
・
女
】

同　

年　
　

六
月
二
一
日
（
第26109

号
）
電
気
は
必
要
だ
け
ど
…
【
東
京
都
・
小
六
・
女
】

同　

年　
　

七
月
二
七
日
（
第26144

号
）
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
【
福
島
県
郡
山
市
・
小
四
・
女
】

四
．
リ
ー
ド
文
や
見
出
し
に
み
る
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性

本
テ
ク
ス
ト
（
特
集
）
の
第
一
の
文
を
、
新
聞
の
リ
ー
ド
文
と
す
る
。
ま
た
、
投
書
の
第
一
の
文
を
「
見
出
し
」
と
す
る
。
こ
の
前
提
に
関
わ
り
、

ハ
リ
デ
イ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）
が
言
及
す
る
「
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
」
を
整
理
し
て
お
く
。
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
が
、
リ
ー
ド
文
や
見
出
し

に
認
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。
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読
み
手
や
聞
き
手
に
予
想
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
を
押
し
つ
け
る
タ
イ
プ
の
結
束
性
に
言
及
す
る
。
し
か
し
、
そ

の
予
想
は
、
過
去
に
か
か
わ
る
も
の
な
の
で
、
ど
う
し
て
も
満
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。（p.390

）

新
聞
に
関
わ
る
特
徴
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
で
は
、そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
、前
日
の
新
聞
は
同
じ
テ
ク
ス
ト
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
想
定
が
必
要
で
あ
る
。（p.391

）

リ
ー
ド
文
か
ら
見
て
い
く
。
リ
ー
ド
文
に
は
、
特
集
す
る
に
至
っ
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
た
。
冒
頭
の
一
文
を
示
す
。

５
月
１
８
日
の
毎
小
で
、
東
京
電
力
に
つ
と
め
る
父
親
を
持
つ
ゆ
う
だ
い
君
（
東
京
都
・
小
６
）
の
手
紙
を
紹
介
し
ま
し
た
。（
第26088

号
）

掲
載
日
は
「
五
月
三
十
日
」
な
の
で
、
リ
ー
ド
文
に
明
記
さ
れ
た
日
付
「
５
月
１
８
日
」
は
読
み
手
に
と
っ
て
過
去
で
あ
る
。
三
十
日
の
読
み
手

が
、
十
八
日
の
記
事
も
テ
ク
ス
ト
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
想
定
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
を
押
し
付
け
る
。

次
に
見
出
し
を
挙
げ
る
。
た
だ
、
一
口
に
見
出
し
と
言
っ
て
も
、
見
出
し
は
大
小
、
複
数
の
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
最
も
先
行
す
る
第

一
の
文
を
特
定
す
る
に
当
た
り
、
最
も
大
き
な
文
字
で
、
通
常
と
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
を
持
つ
文
（
あ
る
い
は
句
）、
つ
ま
り
、
最
も
目
立
つ
レ
イ
ア

ウ
ト
が
施
さ
れ
た
見
出
し
を
第
一
の
文
と
位
置
付
け
た
。
二
〇
一
一
年
五
月
三
十
日
一
面
（
特
集
の
第
一
ペ
ー
ジ
目
）
の
第
一
の
見
出
し
は
、
次
の

と
お
り
。

批
判
さ
れ
て
も
プ
ロ
と
し
て
力
発
揮
を
（
第26088
号
）

こ
こ
で
「
批
判
」
は
、
五
月
十
八
日
の
「
ゆ
う
だ
い
君
の
手
紙
」
に
書
い
て
あ
っ
た
東
電
へ
の
批
判
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
リ
ー
ド
文
同
様
、
過

去
を
設
定
し
た
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
が
認
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
投
書
の
小
見
出
し
を
検
討
す
る
。

大
変
な
の
は
東
電
だ
け
じ
ゃ
な
い
（
第26088

号
）

「
大
変
な
（
状
況
）」
や
「
東
電
」
は
、
五
月
十
八
日
の
「
ゆ
う
だ
い
君
の
手
紙
」
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
。
リ
ー
ド
文
や
第
一
の
見
出
し
と

同
様
、
過
去
を
設
定
し
た
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
が
認
め
ら
れ
る
。
小
見
出
し
の
直
後
の
一
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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ゆ
う
だ
い
君
の
「
み
ん
な
で
考
え
る
」
と
い
う
意
見
に
は
大
賛
成
で
す
。（
第26088

号
）

こ
こ
で
も
、「
ゆ
う
だ
い
君
」「
み
ん
な
で
考
え
る
」
は
、
五
月
十
八
日
の
「
ゆ
う
だ
い
君
の
手
紙
」
を
指
す
。
リ
ー
ド
文
や
第
一
の
見
出
し
、
小
見

出
し
と
同
様
に
、
読
み
手
に
過
去
の
記
事
を
含
め
て
テ
ク
ス
ト
の
一
部
と
な
る
想
定
を
設
定
さ
せ
、
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
を
生
じ
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
リ
ー
ド
文
及
び
見
出
し
は
、
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
を
押
し
付
け
る
こ
と
で
結
束
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
結
束
性
を
ハ
リ
デ
イ
・

ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）
で
は
、「
偽
り
の
（
ま
た
は
未
決
定
の
）
結
束
性
」（p.391

）
と
し
て
い
る
。

五
．
投
書
に
み
る
結
束
性

一
人
の
投
書
者
に
よ
る
投
書
に
お
け
る
結
束
性
は
、
ハ
リ
デ
イ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）
の
結
束
的
要
素
の
う
ち
、
指
示
、
省
略
、
接
続
が
認

め
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
例
を
挙
げ
て
確
認
す
る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

（
一
）
指
示
・
代
用

東
京
の
人
た
ち
が
使
う
電
気
を
福
島
で
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
せ
い
で
、
福
島
の
人
た
ち
は
、
被
害
を
受
け
て
い
る
。（
第26089

号
）

電
気
が
た
り
な
く
な
っ
て
き
た
と
き
、
東
京
電
力
に
は
二
つ
の
手
段
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
節
電
の
お
願
い
を
す
る
。
二
つ
目
は
も
っ
と

電
力
を
つ
く
る
。
東
京
電
力
は
こ
ち
ら
を
選
び
ま
し
た
。（
第26090

号
）

東
電
は
、
わ
ざ
わ
ざ
き
け
ん
な
原
子
力
発
電
所
を
つ
く
り
、
が
ん
が
ん
動
か
し
、
き
け
ん
を
背
負
い
な
が
ら
動
か
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
つ

波
が
く
る
と
こ
わ
れ
て
、
今
の
よ
う
に
、
人
に
害
を
あ
た
え
ま
す
。
そ
れ
に
く
ら
べ
て
、
火
力
発
電
、
水
力
発
電
、
風
力
発
電
な
ど
は
原
子
力

発
電
に
く
ら
べ
、
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
第26089

号
）

傍
線
を
引
い
た
「
そ
の
」
と
「
こ
ち
ら
」
と
「
そ
れ
」
は
、
指
示
詞
と
し
て
逆
行
照
応
的
な
指
示
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
そ
の
」
は
、
先

行
文
の
「
東
京
で
使
う
電
気
を
福
島
で
作
る
」
こ
と
を
指
示
す
る
。「
こ
ち
ら
」
は
、
先
行
文
の
中
で
も
直
前
に
（
近
い
ほ
う
に
）
置
か
れ
た
「
二
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つ
目
」
で
あ
り
、「
も
っ
と
電
力
を
作
る
こ
と
」
を
指
示
す
る
。「
そ
れ
」
は
、「
原
子
力
発
電
（
所
）」
を
指
示
す
る
。「
そ
れ
に
く
ら
べ
て
」
と
い

う
一
文
に
は
、
文
中
に
も
う
一
度
「
原
子
力
発
電
に
く
ら
べ
て
」
が
あ
り
、
文
の
成
分
が
重
複
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
成
分
の
重
複
は
、
結
束
性
に

関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
非
文
の
ま
ま
掲
載
す
る
こ
と
で
投
書
者
の

　viii

子
ど
も
ら
し
さ
を
生
成
す
る
文
体
の
特
徴
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
代
用
に
よ
る
結
束
性
は
、
今
回
、
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
指
示
に
近
い
位
置
に
あ
る
も
の
と
し
て
、「
指
示
・
代
用
」
と
す

る
に
と
ど
め
る
。

（
二
）
省
略

　

東
京
電
力
は
、
そ
の
「
安
全
」
に
つ
い
て
全
力
で
配
慮
し
て
い
た
か
？　

答
え
は
「N

O

」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。（
第26090

号
）

傍
線
を
引
い
た
「N

O

」
は
、
逆
行
照
応
的
に
「
東
京
電
力
が
安
全
を
全
力
で
配
慮
し
て
い
な
い
」
と
い
う
否
定
の
極
性
「
い
な
い
」
を
明
示
し
、

そ
の
ほ
か
を
省
略
す
る
。

（
三
）
接
続

も
し
、
何
か
事
故
が
起
き
た
ら
、
お
金
で
払
え
ば
い
い
ん
だ
か
ら
な
ど
と
簡
単
に
考
え
て
い
た
か
ら
、
お
せ
ん
水
を
海
に
流
す
と
い
う
わ
け
の

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、東
電
は
人
々
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
な
ど
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。（
第26109

号
）

　

私
た
ち
に
今
何
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
一
つ
目
は
、
マ
ス
ク
と
ぼ
う
子
を
着
用
す
る
こ
と
で
す
。
放
射
線
を
あ
ま
り
浴
び
な
く
て
も
よ
く
な

り
ま
す
。
二
つ
目
は
、
勉
強
を
す
る
こ
と
で
す
。
え
ら
い
人
が
「
窓
を
あ
け
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
言
っ
て
も
、
本
当
は
ダ
メ
だ
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
勉
強
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

東
電
も
悪
い
し
、
正
し
い
情
報
を
送
ら
な
い
政
府
も
悪
い
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
、
実
行
し
た
方
が
い
い
と

思
い
ま
す
。（
第26144

号
）

接
続
は
、
ハ
リ
デ
イ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
「
ほ
か
の
結
束
関
係
と
は
か
な
り
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は

指
示
と
も
、
他
方
で
は
代
用
や
省
略
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
接
続
は
、
単
に
逆
行
照
応
関
係
に
と
ど
ま
ら
な
い
」（p.293

）
と
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
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「
そ
れ
自
体
結
束
的
な
の
で
は
な
く
、
間
接
的
に
、
そ
の
要
素
が
特
定
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
結
束
的
」
だ
と
す
る
、
異
質
な
結
束
関
係
で

あ
る
。
特
定
の
意
味
と
し
て
、
傍
線
を
引
い
た
「
だ
か
ら
」
は
付
加
的
、「
け
れ
ど
」
は
反
意
的
で
あ
る
。「
だ
か
ら
」
は
、
前
文
で
「
汚
染
水
を
海

に
流
す
と
い
う
行
為
」
に
連
続
し
て
次
に
発
生
す
る
「
東
電
批
判
」
に
付
加
的
に
接
続
し
、
結
束
的
な
「
だ
か
ら
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
け
れ
ど
」

は
、
前
文
「
東
電
や
正
し
い
情
報
を
発
信
し
な
い
政
府
が
悪
い
」
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
東
電
や
政
府
へ
要
求
す
る
な
ど
の
予
想
に
反
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
冒
頭
「
私
た
ち
に
今
何
が
で
き
る
の
か
」
の
解
と
な
る
「
自
分
た
ち
が
出
来
る
こ
と
を
実
行
に
移
す
」
と
い
う
意
見
を
述
べ
る
。

以
上
、
指
示
・
代
用
、
省
略
、
接
続
、
お
お
ま
か
に
三
種
の
結
束
的
要
素
を
挙
げ
、
投
書
の
結
束
性
を
確
認
し
た
。
一
人
の
投
書
者
に
よ
る
一
本

の
投
書
は
、
文
と
文
、
文
章
の
ま
と
ま
り
に
お
い
て
結
束
性
が
認
め
ら
れ
、
一
つ
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

六
．
特
集
に
み
る
首
尾
一
貫
性

（
一
）
主
題
と
テ
ク
ス
ト
形
成
的
意
味

首
尾
一
貫
性
を
検
討
す
る
概
念
と
し
て
、
こ
こ
で
は
主
題T

hem
e

の
定
義
を
整
理
す
る
。
主
題
と
は
、
龍
城
（
二
〇
〇
六
）
に
よ
れ
ば
、「
何
に

つ
い
て
話
し
て
い
る
か
」
あ
る
い
は
「
現
在
伝
え
た
い
の
は
こ
れ
で
あ
る
」
と
い
う
要
素
で
、「
常
に
節
頭
に
具
現
す
る
と
言
わ
れ
」、　ixH

alliday

（
一
九
九
四
年
）
を
引
い
て
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
起
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
要
素
で
あ
り
、
話
し
手
が
語
ろ
う
と
す
る
も
の
」
と
定
義
し
た
（p. 

87

）。
主
題
は
次
の
三
つ
の
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
こ
の
部
分
が
節
の
経
験
（
意
味
・
内
容
）
を
表
す
（
す
な
わ
ち
過
程
構
成
の
要
素
）
出
発
点

で
あ
る
『
位
置
』
を
表
し
て
」
い
る
こ
と
か
ら
「
話
題
的
主
題
」、
英
語
は
疑
問
節
に
お
い
て
節
頭
にD

id, Could, Is

を
伴
う
場
合
は
経
験
的
機
能

が
な
い
こ
と
か
ら
「
対
人
的
主
題
」、
先
行
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
を
表
す
た
め
節
頭
に
接
続
詞
を
必
要
と
す
る
場
合
は
経
験
的
機
能
も
対
人
的
機
能

も
含
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
「
テ
ク
ス
ト
形
成
的
主
題
」
で
あ
る
（pp..88-90

）。
こ
の
う
ち
、
日
本
語
で
は
疑
問
節
の
文
法
構
造
が
異
な
り
、
節
頭

に
対
人
的
機
能
を
含
む
「
対
人
的
主
題
」
は
用
い
ら
れ
な
い
。
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そ
し
て
、節
頭
に
置
く
主
題
ほ
か
、「
単
語
間
の
配
列
の
交
替
に
よ
っ
て
意
味
変
化
が
生
じ
」、「
話
し
手
の
意
図
す
る
意
味
の
変
化
が
生
じ
る
」と
き
、

「
具
現
さ
れ
た
意
味
」
を
「
テ
ク
ス
ト
形
成
的
意
味
」
と
呼
ぶ
（p.86

）。

主
題
の
う
ち
、
投
書
に
認
め
ら
れ
た
話
題
的
主
題
を
挙
げ
、
投
書
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
形
成
的
意
味
を
確
認
す
る
。

大
変
な
の
は
東
電
だ
け
じ
ゃ
な
い
（
第26088

号
）

特
集
最
初
の
投
書
に
付
い
た
見
出
し
が
右
の
も
の
だ
。
こ
の
う
ち
、傍
線
を
引
い
た
「
大
変
な
の
」
が
接
頭
で
あ
り
、主
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
大

変
な
の
」
が
「
東
電
」
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
ゆ
う
だ
い
君
の
手
紙
、
つ
ま
り
過
去
の
新
聞
は
同
じ
テ
ク
ス
ト
の
一
部
で
あ
る
と
い
う

想
定
が
必
要
で
、
四
章
に
述
べ
た
「
偽
り
の
結
束
性
」
に
関
わ
る
。
け
れ
ど
も
、
当
該
の
投
書
で
は
、
投
書
者
で
あ
る
北
海
道
稚
内
市
・
小
六
・
男

子
の
父
も（
東
電
で
働
く
ゆ
う
だ
い
君
の
父
と
同
様
）「
大
変
な
の（
状
況
）」だ
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、主
題
に
続
く
部
分
、題
述Rhem

e

は「
東

電
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
大
変
な
の
」
は
、
ゆ
う
だ
い
君
と
投
書
者
と
、
両
方
の
父
の
経
験
（
内
容
）
を
表
す
出
発

点
で
あ
る
「
位
置
」
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
話
題
的
主
題
が
、
一
本
の
投
書
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
形
成
的
意
味
（
書
き
手
の
意
図
す
る
、
具
現
さ
れ

た
意
味
）
を
支
え
て
い
る
。

（
二
）
特
集
に
お
け
る
話
題
的
主
題

投
書
の
接
頭
は
、
話
題
的
主
題
で
あ
っ
た
。
話
題
的
主
題
は
一
本
の
投
書
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
形
成
的
意
味
を
支
え
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

ほ
か
の
投
書
の
接
頭
は
、
ど
の
よ
う
な
主
題
を
選
択
す
る
の
か
。
同
日
の
投
書
の
見
出
し
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
）
と
、
一
文
目
（
明
朝
体
）
を
例
に
、
主

題
を
確
か
め
る
。
接
頭
の
主
題
に
傍
線
を
引
き
、
投
書
の
順
を
漢
数
字
一
か
ら
四
で
明
示
す
る
。
投
書
者
の
情
報
も
再
掲
す
る
。（
次
の
例
示
よ
り

見
出
し
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
あ
る
。）

一　

大
変
な
の
は
東
電
だ
け
じ
ゃ
な
い　

ゆ
う
だ
い
君
の「
み
ん
な
で
考
え
る
」と
い
う
意
見
に
は
大
賛
成
で
す
。【
北
海
道
稚
内
市
・
小
六
・
男
】

二　

東
電
だ
け
が
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い　

私
は
ゆ
う
だ
い
君
の
手
紙
を
よ
ん
で
、
涙
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
で
て
き
ま
し
た
。【
女
】

三　

ま
ず
は
、
謝
る
べ
き
だ　

今
、
原
発
の
事
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
お
こ
っ
て
い
る
。【
大
阪
府
堺
市
・
小
五
・
男
】
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四　

電
気
に
た
よ
ら
な
い
生
活
を　

私
も
電
気
は
と
て
も
便
利
だ
と
思
う
し
、
電
気
が
あ
る
か
ら
安
心
し
て
生
活
で
き
る
と
思
い
ま
す
。【
奈

良
県
奈
良
市
・
中
二
・
女
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
第26088

号
）

二
以
降
を
見
る
と
、い
ず
れ
の
接
頭
も
接
続
詞
で
な
い
。
つ
ま
り
、ほ
か
の
投
書
者
の
投
書
と
一
緒
に
、い
く
つ
か
の
投
書
を
配
置
す
る
と
き
、「
テ

ク
ス
ト
形
成
的
主
題
」
は
選
択
さ
れ
な
い
。
話
題
的
主
題
の
み
で
、
投
書
者
各
々
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
内
容
が
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
三
）
語
彙
的
結
束
性
の
意
味
と
し
て
の
、
首
尾
一
貫
性

投
書
者
各
々
の
話
題
的
主
題
が
ど
の
よ
う
に
結
束
性
を
備
え
る
の
か
。
ハ
リ
デ
イ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）「
第
７
章　

結
束
性
の
意
味
」
で
は
、

語
彙
的
結
束
性
に
お
い
て
、「
語
彙
的
意
味
の
連
続
性
に
よ
っ
て
結
束
的
効
果
が
達
成
さ
れ
る
」
と
い
う
原
理
を
述
べ
る
（p.418

）。
そ
の
語
彙
的

結
束
性
の
一
つ
、再
叙REIT

ERA
T

IO
N

は
「
指
示
の
脈
絡
で
の
語
彙
項
目
の
繰
り
返
し
」
で
あ
る
（p.416

）。
新
聞
の
特
集
で
は
、二
の
主
題
「
東

電
」
は
一
の
題
述
「
東
電
」
を
繰
り
返
す
、
同
一
語
の
繰
り
返
し
に
よ
り
語
彙
的
結
束
性
を
有
し
、
一
と
二
の
投
書
の
結
束
性
を
生
じ
さ
せ
る
。
三

の
主
題
「
ま
ず
」
は
、
ゆ
う
だ
い
君
の
意
見
「
み
ん
な
で
考
え
る
」
こ
と
を
し
て
い
る
時
間
を
起
点
に
、
対
照
的
に
派
生
す
る
時
間
（
あ
る
い
は
順

序
）
で
あ
り
、同
位
語
と
し
て
、対
照
的
な
指
示
関
係
に
よ
る
語
彙
的
結
束
性
を
生
じ
さ
せ
る
。
四
の
主
題
「
電
気
」
は
、一
や
二
に
含
ま
れ
る
「
東

電
」
が
つ
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、「
東
電
」
の
上
位
語
と
し
て
、
排
除
的
な
指
示
関
係
に
よ
る
語
彙
的
結
束
性
を
生
じ
さ
せ
る
。

ハ
リ
デ
イ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、こ
う
し
た
「
語
彙
的
パ
タ
ン
化
が
本
質
的
に
蓋
然
的
な
性
質
を
備
え
て
い
る
た
め
」、ま
た
、「
語

彙
的
パ
タ
ン
化
は
、
構
造
の
範
囲
外
に
あ
り
、
構
造
的
関
係
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
一
連
の
互
い
に
関
係
の
な
い
構
造
を
、
統
合
さ
れ

た
、
首
尾
一
貫
性
の
あ
る
統
一
体
に
変
換
す
る
の
に
寄
与
す
る
」（p.418
）
と
い
う
。
語
彙
的
結
束
性
を
有
す
る
、
投
書
者
の
異
な
る
投
書
が
、
首

尾
一
貫
性
の
あ
る
統
一
体
の
「
特
集
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
構
成
し
て
い
る
。

（
四
）
今
後
の
課
題

そ
の
ほ
か
、
結
束
性
及
び
首
尾
一
貫
性
に
つ
い
て
、
巨
視
的
な
視
点
を
持
つ
と
、
他
日
に
及
ぶ
投
書
に
共
通
す
る
語
彙
や
句
が
認
め
ら
れ
そ
う
だ
。

そ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
本
テ
ク
ス
ト
の
編
集
部
（
文
章
改
変
や
紙
面
構
成
を
す
る
書
き
手
）
が
読
者
（
次
世
代
の
小
学
生
を
主
と
し
た
読
み
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手
）
に
、
原
発
事
故
責
任
、
原
子
力
発
電
の
是
非
、
放
射
能
汚
染
な
ど
、
当
時
の
課
題
の
解
を
ど
の
よ
う
に
示
し
た
か
っ
た
の
か
、
批
判
的
談
話
分

析
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

七
．
ま
と
め

以
上
、
複
数
の
投
書
者
に
よ
る
投
書
の
特
集
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
一
貫
し
た
テ
ク
ス
ト
と
認
め
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
結
束
性
や
首
尾
一
貫
性

が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
考
察
し
た
。
新
聞
な
ら
で
は
の
見
出
し
や
リ
ー
ド
文
で
は
「
架
空
の
テ
ク
ス
ト
性
」
を
、
文
と
文
の
間
に
は
指
示
・
代
用
、

省
略
、
接
続
と
い
っ
た
結
束
的
要
素
を
、
投
書
と
投
書
の
間
に
は
話
題
的
主
題
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
形
成
的
意
味
と
語
彙
的
結
束
性
に
よ
る
首
尾
一
貫

性
を
検
討
し
た
。
ハ
リ
デ
イ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）
ほ
か
、
前
提
と
な
る
議
論
は
英
語
で
進
め
ら
れ
る
。
今
回
は
、
新
聞
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
、

か
つ
、
日
本
語
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
た
め
、
主
要
な
日
本
語
訳
に
基
づ
き
、
定
義
の
再
確
認
も
慎
重
に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
取
り
組
み
た
い
。

謝
辞　

結
束
性
や
首
尾
一
貫
性
な
ど
ハ
リ
デ
イ
・
ハ
サ
ン
（
一
九
九
七
年
）
他
の
理
論
に
つ
い
て
、
ま
た
日
本
語
へ
の
応
用
を
検
討
す
る
諸
研
究
に

つ
い
て
、
本
学
教
授　

佐
藤
勝
之
先
生
に
丁
寧
な
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

注
i

昭
和
十
一
年
創
刊
の
日
刊
紙
で
、
二
〇
一
九
年
現
在
、
紙
媒
体
で
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
の
八
ペ
ー
ジ
（
平
日
と
日
曜
日
）
あ
る
い
は
十
二
ペ
ー
ジ
（
金
曜
日
と

土
曜
日
）、
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
版
も
あ
り
、
ど
ち
ら
も
一
か
月
税
込
み
一
，
五
八
〇
円
。

ii
『
僕
の
お
父
さ
ん
は
東
電
の
社
員
で
す
』
森
達
也
（
二
〇
一
一
年
）
現
代
書
館
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iii
『
テ
ク
ス
ト
は
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
か
―
言
語
の
結
束
生
―
』
Ｍ
．
Ａ
．
Ｋ
ハ
リ
デ
イ
・
ル
カ
イ
ヤ　

ハ
サ
ン
、
安
藤
貞
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ほ
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（
一
九
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年
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書
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asan, R
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aiya. C
ohesion in E

nglish. Lod
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一
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）

iv
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分
析
』
マ
イ
ケ
ル
・
ス
タ
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ブ
ズ
、
南
出
康
世
・
内
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聖
二
訳
（
一
九
八
九
年
）
研
究
社
出
版
（
原
著
はS

tub
b

s, M
ichael. D

iscourse A
nalysis: 

The S
ociolinguistic A

nalysis of N
aturel Language. C

hicago: U
niversity of C

hicago P
ress.

一
九
八
三
年
）

v

Van D
ijk, T. A

. Text and
 C

ontext. Lond
on: Longm

an.

一
九
七
七
年

vi 
S

acks, H
. U

np
ub

lished
 Lecture N

otes. U
niversity of C

alifornia.

一
九
六
七
―
一
九
七
二
年

vii 

『
こ
と
ば
は
生
き
て
い
る　

選
択
体
系
機
能
言
語
学
序
説
』
龍
城
正
明
（
二
〇
〇
六
年
）
く
ろ
し
お
出
版

viii 

小
学
生
新
聞
に
お
け
る
子
ど
も
ら
し
さ
の
生
成
に
つ
い
て
は
、
近
刊
『
武
庫
川
女
子
大
学
研
究
紀
要
（
人
文
社
会
科
学
編
）
第
六
七
号
』
に
掲
載
予
定
の
筆

者
に
よ
る
「3.11

原
発
事
故
を
め
ぐ
る
小
学
生
新
聞
の
投
書
」
に
て
詳
述
し
た
。

ix

H
allid

ay, M
. A

. K
. A

n Introd
uction to Function G

ram
m

er 2nd
 ed

. Lond
on: A

rnold
.

一
九
九
四
年

（
し
た
ら
・
か
お
る　

本
学
専
任
講
師
）
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